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おうちのかたへ
●満月は，夕方ごろ東から出て，真夜中に南の空を通り，朝方に西に沈んでいきます。お月見は，夜の 8時ごろにすると
よいでしょう。夜の活動となりますので，必ずおうちのかたが一緒に取り組んでください。

●お月見では，秋の野菜や果物，月見だんご，月見酒を飾るのが一般的とされています。（ここでは，月見酒のかわりに水
を入れた湯飲みを用意します。）今回の体験で飾るものは，上のイラストのもの全てでなくてもかまいません。

●平安時代の貴族は，池に舟を浮かべ，水面や月見酒に月を映して和歌などを詠み，名月を楽しんだといわれています。
●月見だんごをのどにつまらせないようにご注意ください。
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